


Grant エラストマー技術の進化

シリコーン溶媒 + シリコーンエラストマー

(GRANSIL LC シリーズ)

植物由来の溶媒 + シリコーンエラストマー

(SiAPP シリーズ)

植物由来の溶媒＋植物由来のエラストマー

(GRANSENSE シリーズ) 



Grant エラストマー技術の進化

SiAPP シリーズ

植物油 + シリコーン

GRANSENSE シリーズ

植物油 + 植物由来

GRANSIL LC シリーズ

シリコーン + シリコーン



エラストマー技術の違いは? 



TOOLBOX

LC Series: 
感触優先, 低い残留物

特徴:

• 無極性の透明ゲル

• 残留D4/D5/D6:1,000ppm以下

• 直鎖シリコーンの溶媒

• 揮発性、非揮発性を選択可能

• +GRANSIL PSQ（ポリメチルシルセスキオキサン）

(マイクロスフィアパウダー)

GRANSENSE: 
100% ナチュラル優先、自然由来

特徴:

• 低極性の透明ゲル

• 植物アルカンとエステル溶媒

• 中～不揮発性の溶媒を選択可能

• +GRANPOWDER BBP-700
(自然由来のパウダー)



LC Series: 感触優先、低い残留物

GRANSIL RG-12

– イソドデカン、ポリシリコーン-１１

GRANSIL DMG-2LC

– ジメチコン(2cSt) 、ポリシリコーン-１１

GRANSIL DM-5LC

– ジメチコン (5cSt)、ポリシリコーン-１１

GRANSIL DMG-6LC

– ジメチコン (6cSt) 、ポリシリコーン-１１

GRANSIL DM-10LC

– ジメチコン (10cSt) 、ポリシリコーン-１１



なぜ残留物が低いのか？

• ECHAによる現在の提案では、リーブオ
ン製剤を1,000ppm未満のD4/D5/D6に
制限することが提案されています

• ECHAの提案は、予防的なモデルに基づ
いており、実際のデータに基づいたもの
ではありません。

• 研究によると、シリコーンは環境中に蓄
積されていないことがわかっています。

• 提案は肌の安全性とは関係ありません。



環境中のシリコーン

ご存知でしたか？

ケイ素は環境中で急速に蒸発し、太陽光の影響を受けて空気中で分解し
ます。水中に入った少量は不溶性のため、土壌に分離して分解され、砂
に戻ることで分解されます。分解性と生分解性を混同しています。

シリコーンは生分解性ではありませんが、酸性の沈殿物や環境中に存在
するUVやO2によって分解されます。これが、生物有機体のみを介した
シリコーンの分解がエンドポイントとは関係なく、実際の測定に反して
環境中に蓄積されていると仮定されてしまうことが多い理由です。

参考: 

• 分解性：段階的に単純な化合物に分解される化合物のこと。

→ GRANSIL LC SERIES 

• 生分解性：生物学的薬剤、特に細菌の作用によって分解される可能性
があること。→GRANSENSE SERIES 



GRANSENSE シリーズ: 
100% 自然由来, バイオベース

GRANSENSE TC-21X-C
– トリヘプタノイン

（カプリル／カプリン酸）ヤシアルキル

（ジリノール酸／ブタンジオール）コポリマー

（ヒマシ油／ＩＰＤＩ）コポリマー
• 軽い使用感のための低粘度設計

GRANSENSE TC-18X-C
– （カプリル／カプリン酸）ヤシアルキル

トリヘプタノイン

（C９－１２）アルカン

（ジリノール酸／ブタンジオール）コポリマー

（ヒマシ油／ＩＰＤＩ）コポリマー

• 高いクッション性のための高粘度設計



どのエラストマー技術を選
ぶべきか？



LC Series: 

感触優先, 低い残留物

利点

• “クリーンビューティ” コンセプト
の処方

• マットな外観

• シルキー、柔らかいスキンフィー
ル

• 皮脂吸着とコントロール

GRANSENSE: 

100% ナチュラル優先、自然由来

利点

• “ナチュラル”コンセプトや
“COSMOS認証コスメ”の処方

• ツヤ感のある外観

• 保湿性と軽いスキンフィール

• 塗布時の伸びを向上



互換性のあるスペクトル



ご紹介…GRANSENSE

Gransenseって何？

• 新しい配合の可能性を追求した次世代の特許出願中のエラス
トマーゲルシリーズ

• 100％天然由来、バイオベースの素材

• 感触的には、グランセンスエラストマーの方が保湿感が顕著
にあります。

• 化粧品に優れた感触を提供することは、すべてのタイプの化
粧品に共通する要望です。

• 処方中の極性に対して、フレンドリーな互換性を提供

• 艷やかで明るいお肌に導きます。

• 中国INCIに対応した製品（TC-18X-C、TC-21X-C）です。



GRANSENSE の設計コンセプト



GRANSENSE の生分解性

GRANSENSE TC-11X & GRANSENSE TC-8X 

• ISO 16128 指数: 自然指数: 1.00

• Biodegradability (OECD 301B): 
固有の生分解性

• USDA BioPreferred (ASTM D6866 C14): Yes

• Cosmos 認証: Yes 

※TC-18X-C、TC-21X-Cについては、USA BioPreferredおよびCOSMOS認証を申請中



GRANSENSE の生分解性

試験方法の定義: 

• ISO 16128-2:2017では、成分カテゴリーに適用される自然、
自然由来、オーガニック及びオーガニック由来の指数を計算
するアプローチが記載されています。

• Biodegradability (OECD 301B)は、液体環境下で最低28日
間のCO2生成量を評価することで、材料の生分解性を判定す
るためにレスピロメトリーを使用しています。

• USDA BioPreferred (ASTM D6866 C14)放射性炭素分析を用
いて、固体、液体、気体試料のバイオベース炭素/バイオ
ジェニック炭素含有量を測定します。

• Cosmos規格は、COSMOS Standard AISBLの努力により、
オーガニック化粧品やナチュラル化粧品の共通の要求事項や
定義を定義した調和のとれた認証です。



GRANSENSE の応用

• 一般的な推奨配合量は「5-95%」ですが、
処方によって異なります。

• シリコーンベースの原料と比較すると、少
量でも良く、マスマーケット向けの処方に
有効な配合量は、「3-5%」です。

• GRANSIL のシリコーンエラストマーと組
み合わせることで、新しい質感と性能特性
を生み出すことができます。

• スキンケア、ベースメイクアップ、ポイン
トメイクアップ、ボディケア、日焼け止め、
ヘアケア



GRANSENSE の相溶性

*相溶性チャートは制限ではなく、参考データとなります。

*より詳しい相溶性チャートをご用意していますので、お問い合わせください。



GRANSENSE の相溶性

*相溶性チャートは制限ではなく、参考データとなります。

*より詳しい相溶性チャートをご用意していますので、お問い合わせください。



GRANSENSE の処方例



GRANSENSE の処方例
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GRANSENSE の処方例



GRANSENSE の処方例



GRANSENSE の処方例



GRANSENSE の処方例



GRANSENSE の処方のヒント

• 製剤の油相に添加するか、乳化後に添加します。

• 高温や高せん断に弱いです。

• せん断により厚みが減少します。

• クレープ硬化はしません。

• 経時での酸化はなく、匂いや色の変化もありません。

• 製剤中に存在するすべての INCI は COSMOS 規格のウェ
ブサイトに掲載されています。

http://www.cosmos-standard-rm.org/verifmp.php

http://www.cosmos-standard-rm.org/verifmp.php


GRANSENSE の処方のヒント

幅広い種類の増粘剤に対応しています。

– 植物由来の増粘剤 (キサンタンガム、アカシアガム)

– セルロース、スターチ

– シリカ

– クレイ (ヘクトライト)

– ワックス類 (カルナバワックス、キャンデリラワックス)

– 高級アルコール類 (セチルアルコール、ステアリルアル
コール)

– 高級脂肪酸 (ステアリン酸、ラウリン酸)



GRANSENSE の処方のヒント

乳化剤、乳化助剤、湿潤剤

– アルキルグルコシド類 (ラウリルグルコシド、セテアリルグル
コシド)

– モノ-/ジグリセライド類 (ポリステアリン酸スクロース、ステ
アリン酸スクロース、トリ酢酸テトラステアリン酸スクロー
ス)

– ポリグリセロールエステル類 (ジイソステアリン酸ポリグリセ
リル－３、ポリリシノレイン酸ポリグリセリル－３)

– その他、エステル類 (オリーブ油脂セテアリル、オリーブ油脂
肪酸ソルビタン)

– 脂肪酸類 (ポリヒドロキシステアリン酸、イソステアリン酸)

– “湿潤性” エステル類 (PCAオクチルドデシル、PCAイソステ
アリル)

– レシチン、レシチン誘導体



GRANSENSE の容器との相性について

GRANSENSE™エラストマーの有機部分は、プ
ラスチックの表面に移行し、可塑剤として作
用し、包装の形状や製品の仕上がり状態を変
化させる可能性があります。

この現象を避けるためには、ガラス製の容器
や、肉厚のポリエステル、ポリエチレンテレ
フタレート、フェノールタイプのプラスチッ
ク素材を使用することをお勧めします。



GRANSENSE のサンプル提供について

• GRANSENSE の材料は特許出願中である
ため、サンプルをご提供する前に、秘密
保持契約書(NDA)と非分析同意書(NAA)

を締結させて頂いております。

• GRANSENSE の処方例サンプルは、上記
の契約書は必要ありませんので、ご要望
に応じていつでもご提供させて頂きます。



お問い合わせは? Email 

customerservice@imcd.jp

Thank you.


